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	(1)計算モデル
	T32，T33

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・離散化波数法

・O.Coutant

	(3)参考文献
	・Bouchon， M.，A simple method to calculate Green’s functions for elastic layered media， Bull. Seism. Soc. Am.，71，959-971，1981.

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・T32：0～10 Hz，計算した時間刻み：0.05秒で計算し，時間軸上で0.01秒間隔に補間
・T33の+100km以外：0～50Hz，計算した時間刻み：0.01秒

・T33の+100km：0～10Hz，計算した時間刻み：0.05秒で計算し，時間軸上で0.01秒間隔に補間

	(5)平行成層地盤のモデル化
	・Kennett, B. L. N. and N. J. Kerry, Seismic waves in stratified half space, Geophys. JR. astr. Soc. 57. 557-583, 1979.

	(6)波数積分法
	・なし

	(7)点震源のモデル化（ステップ３の場合）
	・ダブルカップル震源はAki and RichardのBOX4.4
・(1-3)の滑り関数の連続関数を使用

	(8)面震源のモデル化（ステップ４の場合）
	・今回はステップ３のみ

	(9)減衰の導入法
	・T32, T33ともにQ=9999で計算。

・T31の周波数依存のQの計算は現在，京大防災研の浅野氏の協力を得てコードを改良中。できあがり次第，T31の計算結果を提出する。

	(10)提出波形に施した波形処理
	・処理はしていない。

	(11)その他
	T44の面的震源モデルにおける点震源間隔(100m×100mを予定)を考慮し，T33の震源深さは50mに設定した。


